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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第79期

第３四半期累計期間
第80期

第３四半期累計期間
第79期

会計期間
自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日

自 平成24年４月１日
至 平成25年３月31日

売上高 (千円) 3,520,436 3,746,498 4,716,689

経常利益 (千円) 252,457 243,390 268,682

四半期(当期)純利益 (千円) 215,658 216,284 220,881

持分法を適用した場合の
投資利益

(千円) ― ― ―

資本金 (千円) 1,000,000 1,000,000 1,000,000

発行済株式総数 (株) 19,167,715 19,167,715 19,167,715

純資産額 (千円) 2,484,677 2,625,889 2,496,084

総資産額 (千円) 4,644,950 4,820,709 4,695,753

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 11.75 11.67 11.99

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― 11.63 ―

１株当たり配当額 (円) ― ― 5.0

自己資本比率 (％) 53.5 54.3 53.2
 

　

回次
第79期

第３四半期会計期間
第80期

第３四半期会計期間

会計期間
自 平成24年10月１日
至 平成24年12月31日

自 平成25年10月１日
至 平成25年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 4.45 5.41
 

(注) １　売上高には、消費税等は含まれておりません。

２　当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度に係る主要な経営指標等の推移につ

いては、記載しておりません。

３　持分法を適用した場合の投資利益については、持分法の対象となる重要な関連会社がないため記載しており

ません。

４　第79期第３四半期累計期間及び第79期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜

在株式が存在しないため記載しておりません。

５　第79期の１株当たり配当額５円には、第80期記念配当３円を含んでおります。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項の

うち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記

載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。　

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第３四半期累計期間におけるわが国経済は、金融・経済政策の効果により企業収益が改善してお

り、海外経済も米国を中心に持ち直しの傾向が見られます。今後は家計所得や企業の設備投資が増加

し、景気回復の動きが確かなものとなることが期待されます。一方で消費税増税前の駆け込み需要の反

動による影響や今後の欧州債務問題の動向によっては、わが国経済の景気を下振れさせるリスクを依然

として抱えております。

当社関連業界におきましては、リーマンショック以降大幅に落ち込んでおりました新設住宅着工戸数

の持ち直しが、明確になってきております。引続き復興による需要や所得・雇用の改善により堅調に推

移していくものと思われます。

こうした状況の中、お客様にお役立ちできる『提案営業』を推進し、「フロントスリム」トイレを中

心とした拡販に注力し、売上高の拡大を図ってまいりました。2013年10月には当社第80期記念モデルで

あり独自技術「プール＆フロー」の開発により節水性と空間性を両立させた「マイティクリン」を発売

しました。また、特販事業部において、独自のリフォーム市場を創り上げ、新たな事業の柱となるよう

取り組んでおります。従来より全社で取り組んでおりますコスト削減活動を強力に進めるとともに、

『業績を尊重する精神』を全社員が常に意識し、製造原価低減を中心に収益率の向上に努めてまいりま

した。

その結果、当第３四半期累計期間の売上高は、3,746百万円と前年同四半期と比べ226百万円(6.4%)増

加いたしました。営業利益は、ブランド構築のために広告・宣伝活動を強化したことから販売費及び一

般管理費が増加し228百万円と前年同四半期に比べ８百万円の減少、経常利益は243百万円と前年同四半

期に比べ９百万円の減少、四半期純利益は216百万円と前年同四半期並みの利益となりました。

なお当社は、衛生機器の製造・販売の単一セグメントであります。　
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(2) 財政状態の分析

(資産)

流動資産は、前事業年度末に比べて、104百万円増加して2,269百万円となりました。これは主とし

て、現金及び預金の増加88百万円、製品の増加61百万円、受取手形及び売掛金の減少32百万円によるも

のであります。　

固定資産は、前事業年度末に比べて、20百万円増加して2,551百万円となりました。これは主として

投資有価証券の増加28百万円によるものであります。　

この結果、総資産は前事業年度末と比べて、124百万円増加して4,820百万円となりました。　

(負債)

流動負債は、前事業年度末に比べて、22百万円減少して1,166百万円となりました。これは主とし

て、賞与引当金の減少50百万円、1年内償還予定の社債の減少36百万円、未払金の減少35百万円、支払

手形及び買掛金の増加51百万円、短期借入金の増加40百万円によるものであります。　

固定負債は、前事業年度末に比べて、17百万円増加して1,028百万円となりました。これは主とし

て、社債の増加53百万円、長期借入金の減少29百万円によるものであります。　

この結果、負債合計は前事業年度末に比べて、４百万円減少して2,194百万円となりました。　

(純資産)

純資産は、前事業年度末に比べて、129百万円増加して2,625百万円となりました。これは主として、

繰越利益剰余金の増加によるものであり、自己資本比率は54.3%となりました。　

　

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　

(4) 研究開発活動

当第３四半期累計期間における研究開発活動の金額は、93,859千円であります。

なお、当第３四半期累計期間において、当社の研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 73,000,000

計 73,000,000
 

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末

現在発行数(株)
(平成25年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成26年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 19,167,715 19,167,715
名古屋証券取引所
（市場第二部)

株主としての権利内容に
制限のない、標準となる
株式であり、単元株式数
は1,000株であります。

計 19,167,715 19,167,715 ― ―
 

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成25年12月31日 ― 19,167,715 ― 1,000,000 ― 100,000
 

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できない

ため、記載することができないことから、直前の基準日(平成25年９月30日)に基づく株主名簿による記

載をしております。

① 【発行済株式】

   平成25年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式)
普通株式　 678,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 18,411,000 18,411 ―

単元未満株式 普通株式　  78,715 ― １単元(1,000株)未満の株式

発行済株式総数         19,167,715 ― ―

総株主の議決権 ― 18,411 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式576株が含まれております。　

　

② 【自己株式等】

  平成25年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ジャニス工業株式会社

愛知県常滑市唐崎町
２丁目88番地

678,000 ― 678,000 3.53

計 ― 678,000 ― 678,000 3.53
 

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。

　

EDINET提出書類

ジャニス工業株式会社(E01177)

四半期報告書

 6/16



第４ 【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内

閣府令第63号。以下「四半期財務諸表等規則」という。)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期会計期間(平成25年10月１日か

ら平成25年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年４月１日から平成25年12月31日まで)に係る

四半期財務諸表について、有限責任 あずさ監査法人による四半期レビューを受けております。

　

３．四半期連結財務諸表について

当社は、子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
(1)【四半期貸借対照表】

(単位：千円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 590,283 679,121

受取手形及び売掛金
※ 1,107,832 ※ 1,075,164

電子記録債権 9,535 10,956

製品 301,150 362,375

仕掛品 47,692 45,148

原材料及び貯蔵品 87,176 77,981

前渡金 545 －

前払費用 10,205 5,247

その他 10,878 13,501

流動資産合計 2,165,299 2,269,496

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 374,070 359,363

構築物（純額） 23,480 20,774

機械及び装置（純額） 300,126 274,121

車両運搬具（純額） 57 48

工具、器具及び備品（純額） 32,679 61,424

土地 1,462,548 1,462,548

建設仮勘定 5,008 13,072

有形固定資産合計 2,197,970 2,191,353

投資その他の資産

投資有価証券 112,574 141,273

出資金 120 120

破産更生債権等 14,160 －

長期前払費用 227 790

差入保証金 37,952 37,502

投資不動産（純額） 176,007 174,572

その他 16,700 8,100

貸倒引当金 △25,260 △2,500

投資その他の資産合計 332,483 359,859

固定資産合計 2,530,454 2,551,212

資産合計 4,695,753 4,820,709
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(単位：千円)

前事業年度
(平成25年３月31日)

当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金
※ 622,591 ※ 673,680

短期借入金 160,000 200,000

1年内返済予定の長期借入金 39,960 39,960

1年内償還予定の社債 93,400 56,500

未払金 80,698 45,010

未払費用 33,550 37,686

未払法人税等 24,966 18,232

未払消費税等 17,568 20,492

前受金 3,948 3,948

預り金 18,430 26,442

設備関係支払手形 21,831
※ 23,245

賞与引当金 71,701 20,844

その他 0 0

流動負債合計 1,188,648 1,166,042

固定負債

社債 26,500 80,000

長期借入金 127,970 98,000

繰延税金負債 6,315 13,454

再評価に係る繰延税金負債 394,107 394,107

退職給付引当金 282,472 299,151

資産除去債務 10,204 10,378

長期未払金 4,060 4,060

長期預り保証金 159,390 129,626

固定負債合計 1,011,020 1,028,777

負債合計 2,199,669 2,194,820

純資産の部

株主資本

資本金 1,000,000 1,000,000

資本剰余金

資本準備金 100,000 100,000

その他資本剰余金 60,267 60,267

資本剰余金合計 160,267 160,267

利益剰余金

利益準備金 7,359 16,659

その他利益剰余金

繰越利益剰余金 652,494 766,488

利益剰余金合計 659,854 783,147

自己株式 △47,999 △71,137

株主資本合計 1,772,122 1,872,277

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 32,713 53,199

土地再評価差額金 691,248 691,248

評価・換算差額等合計 723,962 744,448

新株予約権 － 9,163

純資産合計 2,496,084 2,625,889

負債純資産合計 4,695,753 4,820,709
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(2)【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年12月31日)

売上高 3,520,436 3,746,498

売上原価 2,568,504 2,738,140

売上総利益 951,931 1,008,357

販売費及び一般管理費 715,127 779,969

営業利益 236,803 228,388

営業外収益

受取利息 75 9

受取配当金 1,525 2,744

受取賃貸料 35,386 35,376

その他 6,540 8,425

営業外収益合計 43,527 46,556

営業外費用

支払利息 3,233 1,990

売上割引 16,750 19,761

その他 7,890 9,802

営業外費用合計 27,874 31,554

経常利益 252,457 243,390

特別損失

固定資産除売却損 17,922 750

特別損失合計 17,922 750

税引前四半期純利益 234,534 242,639

法人税等 18,875 26,354

四半期純利益 215,658 216,284
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

当第３四半期会計期間(自 平成25年10月１日 至 平成25年12月31日)　

該当事項はありません。　

　

(会計方針の変更等)

当第３四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

該当事項はありません。

　

(四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第３四半期累計期間

(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

法人税等の算定方法 　当事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合

理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。
 

　

(四半期貸借対照表関係)

※　四半期会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期会計期間末日満期手形

が、四半期会計期間末残高に含まれております。

　

 
前事業年度

(平成25年３月31日)
当第３四半期会計期間
(平成25年12月31日)

受取手形 72,263千円 21,048千円

支払手形 58,834 〃 62,412 〃

設備関係支払手形 ― 2,207 〃
 

　

(四半期損益計算書関係)

該当事項はありません。

　

(四半期キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期累計期間に係る減価償却費は、次のとおりであります。　

　

 
前第３四半期累計期間

(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

減価償却費 110,364千円 129,776千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年５月14日
取締役会

普通株式 36,661 ２ 平成24年３月31日 平成24年６月29日 利益剰余金
 

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。　

　

３．株主資本の著しい変動

当社は、平成24年11月27日開催の取締役会において、第三者割当による自己株式の処分することを決

議し、平成24年12月18日付で普通株式300,000株を処分いたしました。この結果、当第３四半期累計期

間においてその他資本剰余金が10,270千円増加、自己株式が24,229千円減少し、当第３四半期会計期間

末においてその他資本剰余金は60,267千円、自己株式は43,520千円となりました。

　

当第３四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

１．配当金支払額
　

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月13日
取締役会

普通株式 92,991 5 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金
 

(注) １株当たり配当額５円は、普通配当２円と第80期記念配当３円であります。

　

２．基準日が当第３四半期累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期会計期間の末

日後となるもの

該当事項はありません。　

　

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前事業年度末日と比較して著しい変動がありません。

　

(金融商品関係)

四半期財務諸表等規則第10条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期財務諸表等規則第10条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

四半期財務諸表等規則第10条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(持分法損益等)

当社が有している関連会社は、重要性の乏しい関連会社であるため、記載を省略しております。
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(企業結合等関係)

該当事項はありません。　

　

(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期累計期間(自 平成24年４月１日 至 平成24年12月31日)

当社の事業は、衛生機器の製造・販売の単一セグメントであり、開示対象となるセグメントはありま

せんので、記載を省略しております。

　

Ⅱ 当第３四半期累計期間(自 平成25年４月１日 至 平成25年12月31日)

当社の事業は、衛生機器の製造・販売の単一セグメントであり、開示対象となるセグメントはありま

せんので、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期累計期間

(自 平成24年４月１日
至 平成24年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自 平成25年４月１日
至 平成25年12月31日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 11円75銭 11円67銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 215,658 216,284

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 215,658 216,284

    普通株式の期中平均株式数(株) 18,360,092 18,526,909

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― 11円63銭

   (算定上の基礎)   

   四半期純利益調整額(千円) ― ―

   普通株式増加数(株) ― 529

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
事業年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

(注) 前第３四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため

記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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有限責任 あずさ監査法人

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   宮   本   正   司   印

指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士   久   野   誠   一   印

独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成26年２月13日

ジャニス工業株式会社

取締役会 御中

 

　

 

　

　

 

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている

ジャニス工業株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの第80期事業年度の第３四半期会計期

間(平成25年10月１日から平成25年12月31日まで)及び第３四半期累計期間(平成25年４月１日から平成25年

12月31日まで)に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について

四半期レビューを行った。

　
四半期財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半

期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半

期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含ま

れる。

　
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表

に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ

ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実

施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国にお

いて一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定され

た手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、ジャニス工業株式会社の平成25年12月31日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第３四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期

報告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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